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9.1 研究成果の概要 
 
 

業績の区分は，著書，査読付き論文，作品

等，およびその他に分類した． 
「査読付き論文」は，定期的に刊行される

学 術 雑 誌 （ journal ） に 掲 載 さ れ た peer 
reviewed paper，または，講演会を伴いその講

演会で発表される論文が前もって発表論文と

して査読されたものである．作品等は，特許

と展覧会等に出品された作品，「その他」は，

解説・総説，紀要・報告書，講義・講演会テ

キスト，新聞・雑誌記事，講演会概要集など

に掲載された論文・報告文である．なお，論

文の分類は自己申告に基づく． 
9.3 節に，査読付き論文と特許についての

み，リストアップしておく．リストは，日本

語論文の後に英語論文の順となっている．

 
 
 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

研究者数（非常勤研究員を含む） 125 135 138 

著書数 日本語 62 43 47 

外国語 3 7 5 

査読付き論文数 日本語 119 93 35 

外国語 162 165 117 

作品等の数 0 0 3 

その他 284 232 220 

※研究成果は 2024 年 11 月 1 日時点で集計（2021 年度，2022 年度も再集計のため京都大学防災研究所年報第 66 号 C
発行時の数値とは異なる） 
※研究者数（非常勤研究員を含む）は各年度末時点 
 

 
※2011～2019 は 3 年ごとに集計していたため，1 年あたりの平均値を利用 
※一人あたりの査読論文数は査読付き論文数を研究者数（非常勤研究員を含む）で除した値 
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9.2 特筆すべき研究業績 
 
 
研究業績の内，特筆すべき成果について記載する． 
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著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版社

・会合等
巻・号 頁 発行・発表年等

(1) Tetsuya Takemi
Analysis and Predictability of
Mesoscale Precipitating Systems
in Moist Environments

"Numerical Weather Prediction:
East Asian Perspectives", Park,
S.K. (ed), Springer Atmospheric
Sciences, Springer, 581 pp.

331-364 2023

(2) Nanami Naka, Tetsuya Takemi

Characteristics of the
environmental conditions for the
occurrence of recent extreme
rainfall events in northern
Kyushu, Japan

Scientific Online Letters on the
Atmosphere

19A 9-16 2023

(3) Takashi Unuma, Tetsuya Takemi

Rainfall characteristics and their
environmental conditions during
the heavy rainfall events over
Japan in July 2017 of 2018

Journal of the Meteorological
Society of Japan

99 165-180 2021

(1) Tomoaki Nishikawa, Takuya Nishimura

Development of an Epidemic-
Type Aftershock-Sequence
Model Explicitly Incorporating the
Seismicity-Triggering Effects of
Slow Slip Events

Journal of Geophysical Research 128
e2023JB026

457
2023

(2)
Tomoaki Nishikawa, Satoshi Ide, Takuya
Nishimura

A review on slow earthquakes in
the Japan Trench

Progress in Earth and Planetary
Science

10 1 2023

(3)

(1)
Takuya Nishimura, Yoshihiro Hiramatsu,
Yusaku Ohta

Episodic transient deformation
revealed by the analysis of
multiple GNSS networks in the
Noto Peninsula, central Japan

Scientific Reports 13 8381 2023

(2)

(3)

(1) Tomoki Tsutsui, Daisuke Miki、Masato Iguchi

(2)

(3)

1 17020
大気水圏科

学関連

多様な環境条件におけるメソ降水系の発生機構の解
明に係る研究

【要旨】積乱雲の組織化により形成されるメソ降水系
は、団塊状・線状など多様な形態を取り、豪雨・竜巻・
突風等による災害を生ずる。本研究では、熱帯・中緯
度など多様な大気環境条件の下で生起するメソ降水
系の動態や発達機構を解明し、メソ降水系の気候学
的特性を明らかにし、風水害に係るハザード予測に
繋がる研究成果を挙げた。さらに、地球温暖化に伴う
メソ降水系の将来変化傾向及びその機構解明研究
に適用した。

SS

業
績
番
号

小区分
番号

小区分名
研究テーマ

及び
要旨【200字以内】

学
術
的
意
義

SS

【学術的意義】メソ降水系は、積乱雲が集団化することで形成され、しばしば豪雨・竜巻・突
風といった災害に繋がりうる現象をもたらす。しかし、熱帯や中緯度など異なる大気環境場
におけるメソ降水系の動態の違いや発生機構および降水特性に関する包括的な理解は十
分ではない。本研究は、気象学・大気科学における重要な課題の一つであるメソ降水系の
動態と機構解明に係る成果を挙げた。これら基礎的な研究を、風水害のハザード予測に繋
がる成果や地球温暖化影響評価に係る成果に繋げた。本研究に関連した一連の研究業
績により、公益社団法人日本気象学会より、2023年度日本気象学会賞を受賞した。

【社会、経済、文化的意義】近年の線状降水帯を含めた豪雨災害を受けて、メソ降水系の
発生機構の理解と予測精度の向上が、科学的のみならず社会的な意義を持つ課題として
認識されている。本研究は、様々な気象条件の下で生起するメソ降水系の動態と発生機構
に係る成果を挙げたことで、日本における線状降水帯や集中豪雨の発生機構の理解を深
めることに貢献し、気象予報や気象防災の社会的な面においても意義のある業績を挙げ
た。また、関連した一連の研究業績に基づき、内閣府・官民研究開発投資拡大プログラム
の国土交通省気象庁課題「AIを用いた竜巻等突風・局地的大雨の自動予測・情報提供シ
ステムの開発」のプログラムディレクターを務め、気象庁・線状降水帯予測精度向上ワーキ
ンググループ委員として「線状降水帯の機構解明に関する研究会」を気象研究所と共同し
て主宰するなど、官学連携の強化によるメソ降水系研究の発展に貢献している。

10.1007/978-3-031-40567-
9_14

10.2151/sola.19A-002

10.2151/jmsj.2021-009

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複し
て

選定し
た

研究
業績
番号

共
同
利
用
等

　　代表的な研究成果・成果物
　　【最大３つまで】

掲載論文のDOI
（付与されている場合）

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

【学術的意義】スロー地震は、主にプレート境界で発生する低速断層滑り現象である。沈み
込み帯では、スロー地震と通常の地震が近接して発生し、スロー地震が通常の地震の破
壊開始や停止に関与していると考えられている。本研究は、特に日本海溝沈み込み帯に
おいて、陸海域の地震・測地観測データに基づく網羅的なスロー地震検出を新たに実施す
るとともに、スロー地震とその関連現象の過去の膨大な観測結果を総合して、統合的なス
ロー地震分布図を初めて作成した。スロー地震の空間分布は、プレート境界巨大地震の滑
り分布と相補的であり、スロー地震発生域が巨大地震の破壊停止過程に関与することが
強く示唆された。さらに、ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯では、スロー地震の効果
を取り入れた地震活動確率予測モデルを世界で初めて構築し、地震活動予測精度の向上
を達成した。本研究の成果に関連して、2023年度日本地震学会論文賞・若手学術奨励賞
を受賞した。

10.1029/2023JB026457

10.1186/s40645-022-
00528-w

2 17040
固体地球科

学関連

沈み込み帯におけるスロー地震活動の解明に関す
る研究

【要旨】沈み込み帯プレート境界では、多様な低速断
層滑り現象（スロー地震）が発生する。スロー地震
は、巨大地震の発生メカニズムや地震群発現象と関
係するとされ、その活動の解明は重要である。本研
究では、陸海域の地震・測地観測データに基づき、日
本海溝沈み込み帯とニュージーランド・ヒクランギ沈
み込み帯におけるスロー地震活動を詳細に解明し
た。さらに、スロー地震の効果を取り入れた地震活動
確率予測モデルを初めて構築した。

SS S

【学術的意義】
地殻変動の解析から、能登半島で発生している群発地震の原因が、地下からの大量の流
体の上昇とそれによって誘発されたスロースリップであることを初めて明らかにした。流体
の上昇とスロースリップにより、能登半島北方沖の活断層で地震発生を促進する効果があ
ることを応力の計算から明らかにし、実際に令和６年能登半島地震(M7.5)が発生した。

【社会、経済、文化的意義】
　地震活動の予測は社会的関心が高く、本研究により能登半島において大地震の地震の
発生可能性が高まっていることを、論文や各種報道、地元の講演会等で住民等に伝え、令
和６年能登半島地震の発生前に減災に向けた行動をとるように呼びかけていた。このよう
な呼びかけにより、多少なりとも被害を減少させる効果があったと考えられる。また、地殻
変動の観測には、従来、国や大学等の公的機関の設置したGNSS観測点のデータが用い
られてきたが、本研究において民間企業の設置した商用のGNSS観測網も利用可能である
ことが示された。民間企業の観測点を用いることにより、GNSS観測点の密度は従来の３倍
程度に高まり、特に内陸地震などの地殻内で発生する現象に対する検知応力が大幅に向
上することが見込まれる。よって、本研究は、民間企業のデータを地殻変動モニタリングに
応用できることを実証しており、社会的に意義深い成果を挙げている。

10.1038/s41598-023-
35459-z

3 17040
固体地球科

学関連

民間GNSSデータを用いた能登半島地震の発生メカ
ニズムに関する研究

【要旨】民間企業を含む複数機関のGNSSデータの解
析から、2020年12月から発生している能登半島の群
発地震の原因が地下深部からの流体の上昇とそれ
によって誘発されたスロースリップであることを明らか
にした。流体の上昇に伴う断層の強度低下と応力増
加により、能登半島北方沖の活断層でM7程度の地
震の発生を促進させる影響があることを示した。

S SS

【学術的意義】
　海底地盤変動観測装置による姶良カルデラにおける火山活動の研究である。カルデラ中
央部での地盤変動観測をその周辺の観測点と合わせて実施することにより、巨大カルデラ
火山のスケール（地盤変動圧力源の形状、サイズ）を理解する。また姶良カルデラのマグ
マ溜まりの物質収支noより精度良く把握するこ。カルデラ火山は火山性の陥没構造を伴う
ために、地下のマグマの活動の影響が最も大きく現れる中央部は水没している例が多く、
カルデラ火山にかかる地盤変動の計測はその縁辺部に限られカルデラ火山の地盤変動圧
力源の形状や容積などを知ることが難しかった。

【社会的意義】
　過去十万年の間に九州に位置する阿蘇や姶良、そして鬼界などのカルデラ火山は数百
立方キロメートルの噴出物を広い範囲にまき散らす巨大噴火を発生し、その都度日本列島
全体に甚大な被害をもたらしてきた。その地下における火山活動を検出し理解することは
喫緊の課題である。日本国を壊滅させるポテンシャルをもつ巨大カルデラ火山のマグマの
動きをより詳細に知ることができるようになれば、巨大噴火唐の避難行動のリーディングタ
イム確保に貢献することが期待される。

4 17040
固体地球科

学関連

Seabed Benchmark System in Aira Caldera

【要旨】
　姶良カルデラにおける火山性地盤変動の研究の一
環として、カルデラ中央部における地盤変動の観測
を狙って建造された海底地盤変動観測装置を開発し
た。
　本観測装置は桜島の北東2.2km沖の水深30mの地
点に設置されたGNSS測位観測用プラットフォームで
ある。本観測装置は海底に定置されたアンカーと２軸
のユニバーサルジョイントで結合された鋼製の柱の
頂上でGNSS測位を行う。類似の観測装置はイタリア
国や合衆国でも導入されているが、水平変位の測位
ができる構造は本装置のオリジナルである。2023年3
月に設置されて以来、観測運用を続けている。

SS SS
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(1)

Casas-Prat, M., M. A. Hemer, G. Dodet, J.
Morim, X. L. Wang, N. Mori, I. Young, L.
Erikson, B. Kamranzad, P. Kumar, M.
Menendez, Y. Feng

Wind-wave climate changes and th
Nature Reviews
Earth & Environment

5 23-42 2024

(2) Odériz, I., Mori, N., Shimura, T. et al
Transitional wave climate regions
on continental and polar coasts
in a warming world

Nature Climate Change 12 662-671 2022

(3)
Shimura, T.,  W. J. Pringle, N. Mori, T.
Miyashita, K. Yoshida

Seamless Projections of Global
Storm Surge and Ocean Waves
Under a Warming Climate

Geophysical Research Letters 49
e2021GL097

427
2022

(1) 中道治久
桜島火山に設置されたライダー
による火山噴出物の観測

レーザセンシング学会誌 4巻・1号 48-56 2023

(2)
Atsushi Shimizu, Masato Iguchi, Haruhisa
Nakamichi

Seasonal variations of volcanic
ash and aerosol emissions
around Sakurajima detected by
two lidars

Atmosphere 12 326 2021

(3)

(1)

Tetsuo Tobita, Koji Ichii, Kyohei Ueda,
Ryosuke Uzuoka, Ruben R. Vargas, Mitsu
Okamura, Asri Nurani Sjafruddin, Jiro
Takemura, Lyu Hang, Susumu Iai, Jad
Boksmati, Alessandro Fusco, Samy Torres-
Garcia, Stuart Haigh, Gopal Madabhushi,
Majid Manzari, Sandra Escoffier, Zheng Li,
Dong Soo Kim, Satish Manandhar, Wen-Yi
Hung, Jun-Xue Huang, Truong-Nhat-Phuong
Pham, Mourad Zeghal, Tarek Abdoun,
Evangelia Korre, Bruce L. Kutter, Trevor J.
Carey, Nicholas Stone, Yan-Guo Zhou, Kai
Liu, Qiang Ma

LEAP-ASIA-2019: Summary of
Centrifuge Experiments on
Liquefaction-Induced Lateral
Spreading – Application of the
Generalized Scaling Law

"Model Tests and Numerical
Simulations of Liquefaction and
Lateral Spreading II", Tobita, T.,
Ichii, K., Ueda, K. (eds), Springer,
467 pp.

3-34 2024

(2)

Kyohei Ueda, Yoshikazu Tanaka, Anurag
Sahare, Ahmed Elgamal, Zhijian Qiu, Rui
Wang, Tong Zhu, Chuang Zhou, Jian-Min
Zhang, Andres Reyes Parra, Andres Barrero,
Mahdi Taiebat, Waka Yuyama, Susumu Iai,
Junichi Hyodo, Koji Ichii, Mohamed A.
Elbadawy, Yan-Guo Zhou, Gianluca Fasano,
Anna Chiaradonna, Emilio Bilotta, Pedro
Arduino, Mourad Zeghal, Majid Manzari,
Tetsuo Tobita

LEAP-ASIA-2019 Simulation
Exercise: Comparison of the
Type-B and Type-C Numerical
Simulations with Centrifuge Test
Results

"Model Tests and Numerical
Simulations of Liquefaction and
Lateral Spreading II", Tobita, T.,
Ichii, K., Ueda, K. (eds), Springer,
467 pp.

61-99 2024

(3)
Ruben R. Vargas, Kyohei Ueda, Kazuaki
Uemura

Influence of the relative density
and K0 effects in the cyclic
response of Ottawa F-65 sand -
cyclic Torsional Hollow-Cylinder
shear tests for LEAP-ASIA-2019

Soil Dynamics and Earthquake
Engineering

133 106111 2020

[学術的意義]地球温暖化に伴う海面上昇および沿岸気象変化に加えて，波浪の特性変化
により沿岸環境が大きく変わるリスクがある．全球気候モデルにより再現した温暖化した将
来の波浪をクラスタリング手法にもとづく波浪タイプ毎に解析することにより，温暖化によっ
て変化しやすい波浪の種類および地域的ホットスポットを明らかにした．また，これまで
別々に評価されていた地球全体の高潮と波浪の将来変化を世界で初めて統一的に示し
た．さらに，国際共同研究の枠組みの中で，全球波浪変化研究の知見を総括している．

[社会的意義]地球温暖化に伴って海水の熱膨張や氷床の融解などによって地球の平均海
面水位が上昇することが知られている．沿岸域の地球温暖化に対する適応策には，平均
海面上昇に加えて高潮や波浪の効果による一時的な海面上昇（極端水位）の評価が重要
となる．気候変動に関する政府間パネルの最新の第 6 次報告書では，気候変動下の将来
において，平均的な海面上昇に高潮および高波を加えた極端水位の上昇を高い確信度で
予測されており，今後の沿岸災害の頻発が懸念されている．しかし，平均海面水位の上昇
に比較して，地球全体の高潮と波浪の将来変化はあまりわかっていないのが現状である．
そのため本研究は対象沿岸域の特性に沿った気候変動に対する適応策にとって重要な情
報となる．

https://doi.org/10.1038/s4
3017-023-00502-0

https://doi.org/10.1038/s4
1558-022-01389-3

https://doi.org/10.1029/20
21GL097427

5 17020
大気水圏科

学関連

気候変動に伴う沿岸災害外力変化予測に係る研究
【要旨】
将来の地球温暖化は，海面上昇だけでなく波浪や高
潮の強度を変える．そのため沿岸域の気候変動への
適応には，一般的な海面上昇に加えて高潮と波浪の
将来変化を予測することが重要となる．本研究では，
全球気候モデルによる気候変動予測にもとづき全球
の波浪および高潮変化特性を明らかにした．また，
国際共同研究の枠組みの中で，全球波浪変化研究
の知見をまとめ，過去から将来にわたる波浪変化を
評価した．

SS SS

【学術的意義】
桜島火山においては噴火に伴った微小な山体収縮が観測されている。また、火山ガスの放
出に伴う微小な山体収縮が観測されているが、火口からの放出物には火山ガスだけでなく
細粒火山灰が含まれていることを初めて明らかにした。噴火に前駆して火山ガスの放出が
停止することがよく知られていることから、細粒火山灰の火口からの放出の観測によって噴
火前駆過程の理解の促進と噴火予測への活用が期待される。
【社会、経済、文化的意義】
大気中の火山灰を把握することは火山噴火そのものを監視することだけでなく、航空路の
安全確保といった実用的な必要性がある。航空機のジェットエンジンは火山灰を吸い込む
と、火山灰のガラス成分がエンジン内で融解し、エンジンブレードに火山灰が付着し冷却孔
が塞がれ過熱して、エンジン停止が起こる。欧州では2010年アイスランド噴火以降、各地で
ライダー観測施設の設置が進められた。日本は九州に大規模噴火の可能性が高い火山
が複数あり、そして、偏西風によって大規模火山噴火時の火山灰が日本列島に拡散して、
主要航空路および主要空港が使えなくなる。よって、日本こそライダー観測を常設すべきで
あり、そのための切っ掛けとなる研究として意義がある。

https://laser-
sensing.jp/gakkaishi/gakkai
shi_4-1-6.pdf

10.3390/atmos120303266 17030
地球人間圏
科学関連

桜島火山におけるライダーを用いた細粒火山砕屑物
の放出に関する研究

【要旨】火口から放出される細粒の火山砕屑物は大
気エアロゾルと同じ粒径なため目視できない。そこ
で、ライダーを桜島火山に設置して連続観測を行い、
通常の計測方法では噴火と認定されないような細粒
火山砕屑物の火口からの放出を初めて検出した。

S SS

【学術的意義】
 これまでの地盤災害予測に関する研究の多くは，個別の実験施設や数値解析手法を用い
た単独プロジェクトであり，結果の整合性・再現性が単一機関内に限られるという問題が
あった．本国際共同研究では，複数の異なる研究機関が一斉実験・一斉解析を実施するこ
とにより，一段高いレベルで不確実性の定量化を行った点に意義がある．地盤の模型実験
に用いる複雑な相似則を，10機関（米英中等）で相互検証した事例は世界でも類を見ない
取り組みである（論文(1)）．一斉解析でも10機関（米加伊等）が参画し，異なる数値モデル
（土の構成モデル）の客観的な相互検証が実施されている（論文(2)）．論文(1)(2)を収録し
た書籍（電子版）は，刊行から半年で1万近くのアクセスがあり，一斉解析の初期パラメータ
同定のために防災研で実施した土の繰返し試験（論文(3)）は，本共同研究以外でも参照さ
れ25編のSCI論文に引用されている．

https://doi.org/10.1007/97
8-3-031-48821-4_1

https://doi.org/10.1007/97
8-3-031-48821-4_3

https://doi.org/10.1016/j.s
oildyn.2020.106111

7 22030
地盤工学関

連

一斉実験・解析による液状化被害予測の客観的フ
レームワークの構築

 【要旨】液状化等の地盤災害予測に関する研究は，
従来個別の研究機関で実施されることが多く，機関
間における結果の整合性・再現性に関する問題が
あった．本国際共同研究では，液状化に伴う側方流
動現象を対象に，複数の異なる研究機関が遠心場で
の一斉模型実験および種々の構成モデルを用いた
一斉数値解析を実施し，不確実性の定量化を行っ
た．さらにその結果に基づき，不確実性を考慮した側
方流動予測の客観的フレームワークを構築した．

SS S
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(1) 中野元太; 矢守克也; クラウルイザ
防災ナッジの概念整理―Nudge
or Judge? それが問題だ－

自然災害科学 41（1） 23-38 2022

(2)

(3)

(1) 田中 智大・ 北野利一

多変量極値分布の大規模アンサ
ンブルデータへの適用 －2流域
の極端洪水の同時生起確率推定
－

応用統計学 50（2-3） 75-101 2021

(2)

(3)

(1)
Yoshito Sugawara, Takahiro Sayama

A new kinematic wave model that
describes lateral subsurface flow
and percolation in hillslopes

Journal of Hydrology 631 130726 2024

(2)

(3)

【学術的意義】
　近年、避難や防災施策の実務では、ソフトな介入・干渉によって行動変容を促すナッジ論
が活用されつつあるが、その導入には議論もある。本研究では、ナッジ論に対する批判的
検討も行いつつ、生産的に防災・避難領域に導入するための方策を提案した。日本自然災
害学会第33回学術奨励賞（令和5年度）を受賞した。

10.24762/jndsj.41.1_23

8 25030
防災工学関

連

防災ナッジの概念整理

【要旨】本研究は、縦軸に「合理的・意識的人間モデ
ル／本能的・反射的人間モデル」という二項対立軸を
置き，横軸に「選択の強制／選択の自由」という二項
対立軸を置いた概念図に基づいて，現在の防災・避
難対策をジャッジ領域とナッジ領域とで概観した。そ
の上で，ナッジ論を用いることの批判等も検討しなが
ら，ナッジの有効な活用のためには，介入者と行為
当事者との合意形成や，ナッジ領域とジャッジ領域と
の間の相互利用が重要であることを指摘した。

S S

【学術的意義・社会経済的意義】
本研究は「地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベース（database 4(for)
Policy Decision making for Future climate change、以下、d4PDF）」を基に計算された河川
流量極値データの3,000年分の大標本データに2変量極値分布を当てはめて、様々な河川
2流域での同時洪水発生に重要な裾従属性を分析したものである。d4PDFは、迫りくる気候
変動のリスクに対して極端気象による水害や風害への影響を評価するために日本国内を
中心に数々の研究で使われており、国土交通省はd4PDFを基に河川計画の見直しを進め
るなど今や国内の風水害リスク評価の基盤となりつつある。一方、災害復興やリスク転嫁
の観点では一つの河川での洪水リスクだけに着目するのは十分ではなく、平成30年7月豪
雨や令和元年台風19号のような大規模豪雨時には実際に複数の一級水系で破堤氾濫が
生じる事態となっている。こうした脅威に対するリスクの大きさを定量化するうえではd4PDF
のデータベースだけでは不十分であり、極値理論に根差した同時洪水の発生確率の定量
化が重要となる。当該研究は、これまでパラメトリックな統計解析手法が確立されていな
かった大アンサンブルデータに対する多変量解析手法を提示した先駆的な研究である。特
に、裾従属性を表現する複数の確率分布モデルに対して横断変数の確率分布という従属
性を代表する確率分布の適合度を用いてモデル選択を行う手法を提案し、頑健な裾従属
性の推定を行っている点にといて独創性が高く学術的意義が高い研究である。同手法は、
保険会社等に参照されたり外部講演を依頼されたりするなど多くの注目を集めており、今
後の極端風水害のリスク評価に活用される可能性が高い点で社会的な意義も大きい。そ
の結果（1）の論文は、令和5年度応用統計学会論文奨励賞を受賞した。

10.5023/jappstat.50.75

9 22040 水工学関連

多変量極値分布の大規模アンサンブルデータへの
適用

【要旨】　本研究は大規模アンサンブル気候予測デー
タに多変量極値分布を適用する手法を開発し、日本
の複数の水系における同時洪水確率の定量化を進
めてきた。特に、成分最大値の元時系列における閾
値超過分布（横断分布）に対する適合度を2標本
Kolmogorov-Smirnov 検定で評価するモデル選択手
法を提案するとともに、極値理論の定義に照らして最
大値を抽出する期間長を変える手法を提案し、同時
洪水確率を推定する頑健な手法を開発することに成
功した。

SS S

【学術的意義】上記の改良により、従来は経験的にパラメータを決定することの多かった降
雨流出モデルについて、実際に現地の土壌や風化基岩の特性を計測して、直接モデルに
反映することができるようになった。実際に、同論文では、リチャーズ式の結果と比較をし
て、より簡便な構造を有する提案手法のモデルでも、特に洪水時の流出については高い再
現性を有することを確認している。今後、降雨流出氾濫（Rainfall-Runoff-Inundation:RRI)モ
デルなどに提案手法を組み込むことにより、より物理的な機構に基づいて高い精度で予測
可能な洪水予測モデルを開発できる可能性がある。なお、(1)の論文は、水文学の分野で
は定評のあるジャーナル（Journal of Hydrology: IF  5.9）に掲載された。

10.1016/j.jhydrol.2024.1307
26

10 22040 水工学関連

飽和側方流・鉛直浸透流の両方を再現するキネマ
ティックウェーブ型降雨流出モデルの開発

【要旨】洪水予測等に用いる分布型降雨流出モデル
の基礎となる流量流積関係式を改良することにより、
飽和側方流と鉛直浸透流の両方を再現できるような
モデルを開発した。このモデルは不飽和・飽和浸透
流を解析するリチャーズ式で用いるものと同じパラ
メータを用いて構成しており、物理的に計測可能なパ
ラメータを反映できる点に特徴がある。

SS S

京都大学防災研究所年報 第 67 号 C 
DPRI Annuals, No. 67 C, 2024 

491



京都大学防災研究所年報 第 67 号 C 
DPRI Annuals, No. 67 C, 2024 

 

9.3 研究成果一覧 
 
令和 5 年度 

浅野公之; 岩田知孝; 関口春子, 不均質震源断層モデル

のすべり角のばらつき, 202401, Zisin, 76, 287, 294 
荒井紀之; 山崎新太郎; 土井一生, 三波川帯における深

層崩壊斜面の地震動計測 ― 高知県大豊町トウジ山

の地すべりを事例として ―, 2023, 日本地すべり学

会誌, 60, 6, 265, 273 
上田恭平; 芹川由布子; 井上和真, 液状化に伴う直接基

礎建物の沈下・傾斜被害に及ぼす地盤物性の空間

的不均質性の影響, 202309, Japanese Journal of JSCE, 
79, 13, 22-13009,  

江口拓生; 後藤浩之; 栗間淳; Anirban Chakraborty, 福島

県相馬市付近の地盤震動特性と地盤最表層の S 波

インピーダンスの比較, 202309, Japanese Journal of 
JSCE, 79, 13 

岡田夏美; 矢守克也, 学校防災教育における対話的評

価手法の開発に関する研究―「主体的・対話的で

深い学び」をめざして―, 2023, 防災教育学研究, 4, 
1, 53, 62 

荻野 將樹; 山中 稔; 林 宏一; 中田 卓; 嘉村 哲也, 常時

微動探査による地層区分と熊本城三次元地盤図を

援用した石垣被災要因の検討, 20240301, Japanese 
Geotechnical Journal, 19, 1, 143, 156 

倉田 真宏; 赤澤 資貴; 相田 伸二; 趙 晃済; 河又 洋介; 
佐分利 和宏; 大鶴 繁, Ｅ－ディフェンス震動台実験

における耐震・免震建物に設置された医療機器の

地震時挙動, 202307, Journal of Structural and Con-
struction Engineering, 88, 809, 1116, 1123 

鍬田 泰子; 陳 時霖; 安井 國雄; 米山 望, スロッシング

時の配水池沈殿物の舞い上がりに関する水理実験, 
202311, 自然災害科学, 42, S10, 21, 33 

齋藤 渓太; 後藤 浩之, 要素内で閉じる付加自由度を用

いた拡張有限要素法による斜面の動的破壊解析, 
202402, Japanese Journal of JSCE, 80, 15 

齋藤 遼太; 馬場 康之; 平石 哲也, 沖合観測塔における

波浪特性と台風接近時の高波浪条件に関する研究, 
2023, Japanese Journal of JSCE, 79, 17 

清水収; 地頭薗隆; 執印康裕; 水野秀明; 秋田寛己; 天野

祐一朗; 植弘隆; 大石博之; 岡野和行; 小野貴稔; 影山

大輔; 加藤卓也; 菊池英明; 木藤賢一; 木原早紀; 佐藤

厚慈; 篠原慶規; 田方智; 竹林洋史; 千葉幹; 鳥田英

司; 中濃耕司; 西脇彩人; 平川泰之; 福池孝記; 福塚康

三郎; 本田健; 本多泰章; 光永海斗; 山越隆雄; 矢渡

岳; 吉永子規; 吉野孝彦, 2023 年 7 月の大雨により福

岡県久留米市と佐賀県唐津市で発生した土砂災害, 
202311, 砂防学会誌, 76, 4, 33, 43 

杉山高志; 矢守克也; 加藤孝明; 田中義朗; 鎌田亮, 地区

防災計画における DX ツール活用の可能性, 2023, 
地区防災計画学会誌, 27, 61, 72 

諏訪清二; 舩木伸江; 中野元太, 防災教育コンテンツと

教育法の「開発」と「選択」、「配列」における防

災教育支援事業の役割についての考察――防災教

育チャレンジプランと 1.17 防災未来賞ぼうさい甲

子園の実践から――, 202310, 防災教育学研究, 4, 1, 
89, 100 

髙田 翔也; 角 哲也; 木村 一郎; 山上 路生; 小柴 孝太, 
ダム洪水吐きの持続的機能発揮に向けた貯水池堆

砂・流木・沈木管理, 202310, 河川技術論文集, 29, 
479, 484 

田中 桃果; 二宮 順一; 竹見 哲也; 森 信人, 大気循環場

の将来変化を考慮した台風擬似温暖化実験, 
20231101, Japanese Journal of JSCE, 79, 17 

土井一生; 釜井俊孝, 谷埋め盛土における地震時の過

剰間隙水圧の振る舞い －横浜市内における観測デ

ータからの結果－, 202304, 地すべり学会誌, 60, 2, 
72, 78 

永田秀尚; 山崎新太郎, 付加体に発達するスラストを

すべり面とする熊本県宮目木谷地すべりと 2020 年

7 月豪雨による崩壊, 2023, 60, 6, 259, 264 
中野元太; 矢守克也; 岡田夏美; 杉山高志, インターロ

ーカルな防災教育の展開, 202401, 質的心理学研究, 
23, S39, S45 

中野元太; 矢守克也; 諏訪清二; ゴータム アパラジー

タ, 活動理論に見るネパール教員の防災教育〈活

動〉の変化, 2023, 防災教育学研究, 4, 1, 1, 11 
中道治久, 桜島火山に設置されたライダーによる火山

噴出物の観測, 20230417, Journal of Laser Radar Soci-
ety of Japan, 4, 1, 48, 56 

奈良 樹; 後藤 浩之, 地震波形の類似度評価におけるワ

ッサースタイン計量の特性とセンブランス解析へ

の適応例, 202309, Japanese Journal of JSCE, 79, 13 
長谷川 健; 松本 恵子; 橋本 武志; 畑 真紀; 岩橋 くるみ; 
無盡 真弓; 松本 弾; 大橋 正俊; 三反畑 修; 嶋野 岳人; 
田中 良; 安田 裕紀, IAVCEI（国際火山学地球内部化

学協会）2023 年大会参加報告（その 1）：セッショ

ンとワークショップの概況, 202306, Kazan, 68, 2, 
105, 113 

原田 紹臣; 中谷 加奈; 里深 好文; 水山 高久, 橋梁にお

ける流木の閉塞対策に関する基礎的な研究, 202402, 
Japanese Journal of JSCE, 80, 16 

日笠 優希実; 佐藤 ゆかり; 齋藤 美絵子; 大津 暢人; 荒
木裕子; 北後 明彦; アナ マリア クルーズ; 風早 由
佳; 大山 剛史; 齋藤 誠二; 綾部 誠也, 災害時要配慮

高齢者における時系列に沿った避難意思の類型化

と避難行動の実態, 202401, Japanese Journal of Ger-
ontology (Gerontological Social Science), 45, 4, 338, 
352 

藤見 俊夫; 河野 達仁; 多々納 裕一; 柿本 竜治, 日本に

おける統計的生命価値のメタ分析, 2023, Japanese 
Journal of JSCE, 79, 20 

松原 優輝; 小島 紘太郎; 張 子露; 金尾 伊織; 倉田 真宏, 
塩化ビニル管の繰返し曲げ挙動, 20230620, AIJ 
Journal of Technology and Design, 29, 72, 824, 828 

松本 恵子; コンウェイ クリス; 畑 真紀; 伊藤 久敏; 岩
橋 くるみ; 片岡 香子; 森田 雅明; 西原 歩; 三反畑 修; 
渡部 将太; 山﨑 誠子; 長谷川 健, IAVCEI（国際火山

学地球内部化学協会）2023 年大会参加報告（その

2）：巡検と学会参加の感想, 202306, 68, 2, 115, 123 
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松本祐輝; 池田芳樹, 極配置法に基づく多質点１本棒

せん断振動型建物モデルの支配方程式, 202304, 
Journal of Structural Engineering B, 69B, 1, 9 
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9.4 受賞（教職員）  
 
令和 5 年度 

氏名 賞名 受賞年月日 

KHUJANAZAROV 
Temur 

Coastal Engineering Journal Citation Award 2023/08/30 

王 功輝 Engineering Geology 2023 Best Paper Award 2023/06 

小柴 孝太 
令和 4 年度ダム工学会賞論文賞（Ⅱ類 コンクリートダム部門）, ダム

工学会 
2023/05/18 

志村 智也 Coastal Engineering Journal Citation Award 2023/08/30 

徐 培亮 米国土木工学会 ASCE 2022 Outstanding Reviewer 2023/05 

竹見 哲也 日本気象学会賞 2023/05/20 

竹見 哲也 優秀編集委員賞 2024/02/07 

丹治 星河 中谷宇吉郎科学奨励賞(加賀市教育委員会) 2024/02/20 

中北 英一 Coastal Engineering Journal Citation Award 2023/08/30 

中野 元太 日本自然災害学会 学術奨励賞 2023/09/18 

西川 友章 2023 年度日本地震学会論文賞 2024/03/19 

西川 友章 2023 年度日本地震学会若手学術奨励賞 2024/03/19 

西嶋 一欽 2022 年度日本風工学会技術開発賞 2023/05/24 
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